
黒田峯夫  制作についての考察など 

 

私が作品を制作する目的は、 

「人間が存在する理由は何なのか」「私は何なのか」を 

探ることです。 

宇宙から天体としての地球を見た時、我々は地球という 

一つのシステムの中に存在しています。 

大気、海、大陸、生物、人間といった物質圏は個別に 

あるのではなく有機的に繋がっていることを考えると、 

人間は自然の一部だと言えます。 

今人間はこの地球システムの中で何をすべきか、 

どう生きていけばよいかを考える時、人間は宇宙に 

よって創られたものという視点を忘れてはならないと 

思います。 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男は現象なのか（1995） 

 
小屋（アトリエ）からの景色 朽ちゆく樹の根（2006～ ） 

 

こうして生まれる (1989） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『大地・風』『ＫＡＮＮＯＮ』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして粘土をつける前の角材などで作る人体の骨組みに、自然の木を使ってはどうだろうと試みた 1997 年の

「大地・風」という作品に、自然の木の良さを強く感じた私は、その木を人体の中心に据える試みを始めました。

そうすると木の存在が強く、今までのような粘土の付け方（形）ではバランスが取れなくなり、頭部といくつかの

箇所に何らかの形を付け加えることにしました。 

それは、人間らしき形をしながら普通の人間を超えた特別なものを感じたので「ＫＡＮＮＯＮ」と名付けました。 

 

わたしの彫刻の入り口は粘土による人体の制作です。制作を進

める中で自分の作りたい作品とはどんなものかということを考えた

とき、自分が感動する彫刻は人間の深い内面が表現されたものだ

と思いました。ではそうしたものを自分が作れるかというと、今まで

深い思いも考えも知識も特別な経験もなく過ごしてきた者にとても

作れるものではないということをはっきりと認識しました。 

そこでまず、「人間は、宇宙に創られた自然物の一つである」という

考えが根本にあり、また木の幹の力強い生命力に魅力を感じてい

た私は、人体と木の幹を重ね合わせた形で人体（人間）の表現を

試みました。しかし、そのような形は表現の幅が限られているた

め、数年間しか続けられませんでした。 
有機体（男と女かな？）（1989／埼玉） 

私が作れる頭像、人体像はどういうものかということを考えたとき、 ６年間体育教諭として勤務した肢体が不

自由な人の養護支援学校で、ハンディを持った人がネガティヴと思われることをバネにして逞しく努力し、素

晴らしいことを成し遂げる姿に何べんも感動した経験から、人体像に欠損した部分を作り、それがあるからこ

そ全体として力強いものが作れるのではないかと試行錯誤を始めました。 

 

大地・風（1996） ＫＡＮＮＯＮ   大地・風（1997） 



『いのち』 

 

自然の木を人体に入れることを考えていたころ、山のふもとに作業場を移しました。 

毎日自然のなかで制作し、周りの山を歩く生活を始めた頃、朽ちた幹の下の大きな根を見つけました。その根

が小さな動物や周りの植物にいろいろなものを与えながら土に還っていく姿を目の当たりにし、その根に真紅

を塗り、人間と化し、鉄枠に張り付けたり透明な樹脂にいれたりし、簡単に土に還れない人間の姿を表現しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それからは特に自然のなかで朽ちていく木に、自分が作るということでは表現できない実在感や時間経過を

感じ、直接この朽ちていく木や根を使って「私は何なのか」を表現できないかと考えました。 

そして以前から気になっていた臓器移植の問題をやってみようと考え、一連の「いのち」シリーズを始めました。 

 

 

「いのち」 

 

少しでも長く生きるために医学は進歩し続けている。そして私達は宇宙が創り出した人体のシステムを発見し、

性と死のあり方を大きく変えようとしている。 

左上／石田大成社（2006／京都）  
下／法然院（2013／京都） 
右／ ギャラリーCMM（2003／京都） 



『オマージュ』 
 
人体像を作っていた私に、一番大きな影響を与えたのはオーギュスト・ロダンでした。特に晩年の仕事として

長い年月を費やし完成させたバルザック像に惹かれます。私の勝手な解釈ですが、あの像は強烈に強い頭部

を支えるための人体をどう作ればよいかを悩んだ末に、人体の形をコートで包むことで大きな抽象物ともいえる

形にしたのだと考えています。抽象的な形と、人体の持つ自然物としての具象的な形とを一つの形の中に入れ

てみることはできないか？と考え、トルソで「宇宙が創った自然物としての人体」を表現しようと試みた作品が

「オマージュ」というシリーズです。簡素化した形を制作するにつれて、立体と平面との違いは何処にあるのかと

いうことを同時に考えながら制作を進めるうち、立体とは何かを表現する為に立体感を消してはどうか、その為

に色分けをするということをしてはどうかと考えました。そのようにして三原色と白黒とに色分けした二種類のト

ルソが出来ました。それを群像として展示することで、人体の持つ「自然物としての個性」が伝わればと考えま

した。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上／JM ARTS（2007／パリ） 
中／JARFO（2011／京都） 
下／ぶらんしゅ（2015／大阪） 



人体へのオマージュ 

制作するたびに、私は人体の形によりいっそう魅かれる。 私が感動するすべての自然物（星の輝き、生命感

あふれる木 の形、花の美しさ・・・）と同じように人体も宇宙によって作られた美しい形と機能を持つ自然物で

ある。このことは私達の科学的知識からすればあたりまえのことといえる。一方、特 に医学の発達により人体

に人工的な操作が加えられるようになった現代社会においては、人間の手により全てが作り出せ、作り変える

ことができるかのような錯覚を持つことさえある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

プラスチック 

芸術表現の中で素材が最も直接的な意味を持つのが彫刻だと考えている。 

彫刻には石・木・ブロンズ・鉄といった素材を主に用いていたが、20 世紀になりブロンズや石膏と共に、プラス

チックも使うようになった。安価で加工の容易なプラスチックという素材は、今や私たちの生活のあらゆるところ

に石や木や金属の代わりに用いられ、無くてはならないものとなった。何かの代わりの素材というイメージが強

いように思う「プラスチック」。そこでプラスチックという素材が持っている特徴を出して、プラスチックそのもので

表現した頭像を制作してみようと試み始めた。 

A Cornsギャラリー（2014／東京） 
 

さて、人の頭像はトルソのように体の形そのものをテーマにす

るという訳には行きません。 

人間の内面・精神の、何をどう表現するかという問題になります。

それで、自分に表現可能な内面の表現を考えるため、自分がど

んな人に魅力を感じ、自分がどんな人に成りたいと思っているか

を考えた時、それは素直に初心を持ち続け前向きな人であろうと

自覚しました。そこで、人体で試みている具象と抽象という関係を

ここでも用い、〇△□という最も基本的な抽象形体をベースにして

目、口、鼻などを付けることで、その内面や精神の表現を試み始

めました。 

 

 



『存在』 

作業場の隣の工務店の人が家をリニューアルするために壊して持ってきた物の中に、使い物にならないが、

色、形、素材感の素晴らしいものが見つかります。「私は何なのか」を探して制作をしている私に、そのことは人

間の存在にどんな意味があるのだろうということをもう一度考える機会を与えてくれました。使えるものに価値

があるのは当たり前ですが、使い物にならなくなった物に、本来のそのもの自体が持つ存在感を感じた私は、

その存在感のありようを考えるため、そのものの形や色を変えないで、ただ他の物との組み合わせをすること

で作品を作りました。それが存在シリーズです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『野外彫刻』 

ＫＡＮＮＯＮは野外作品として制作していますが、もう一つ野外作品として「和 －繋がる―」という自然石を使っ

た作品があります。それぞれの場所の近くで取れる自然石を使います。基本的には大きな楕円の中にそれぞ

れ意味のある組み合わせの石の置き、全体として、その場所の自然との調和を作ろうと考えています。そして、

いくつかの石に手を入れて少し形を変えることで自然の石に自分の思いを入れています。僕の作ろうとしてい

る「和」は、一見して理解できるシンメトリックな調和ではなくて、その環境と石とが作り出す、穏やかで安らぎの

ある空気の持つ「和」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミエトイネン（2009／フィンランド） 

 
 
           テテロウ（2005／ドイツ） 



『空（くう）』 

２０年位前に透明アクリル樹脂に出合いました。 これで「空（くう）」

が表現できると考え、石膏で作った頭像を箱に入れて透明アクリル

樹脂を流し込み、固まってから石膏の頭像を割って取り除いて、  

四角い透明アクリル樹脂の中に空洞になった頭像が見える作品を

作りました。その時の僕は、在るように見えて存在しないものを     

「色即是空」の「空」だと理解していました。 

それからずっと「空」ということは頭から離れないまま、２０年近く

抽象と具象とを混合して制作してきました。やがて形そのものやそ

れに関する意識や認識は、非常に曖昧で流動的であると感じるよう

になりました。そこで改めて般若心経を読んでみました。すると「色即是空」は単独の語句ではなく「色即是空 

空即是色」と書かれていることに気づき、対になって意味を成す言葉だということが分かりました。それならば

「色即是空 空即是色」ということを形で表せないだろうかと思い制作をし始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色即是空 空即是色（2016） 

 

これまで、「私は何なのか」を考えるための事が見つかれば、何でも作品として制作してきました。その結果、

見た目には随分違った、それぞれが違う作家の作品のような作品群が生まれました。そのような制作の中で、

今「色即是空 空即是色」という大きなテーマに遭遇しました。これから、今まで考えてきた全ての事と共に、

「色即是空 空即是色」ということを通して「私は何なのか」を考え、作品を作って行こうと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 夏 


